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午前中は、ツル八 ドラッグさんよりこ協力
いただき、車イス体験をしました。

平成29年 7月 28日 に【きつかけはコレ !自分にできるこ

とつてなあに?ボランティアについて考えよう !|】 をテー

マにサマーヤングボランティアスクールを開催しました。

市内の小中高生15名が参力0され、福祉体験を通して他者

への関心や思いやりを感じてもらいました。参カロ者からは

「車イスでデコボコした道路を歩くのは大変だと分かつたc」

などの感想が寄せられました。昼食はボランティア連絡

協議会のお母さん方のカレーライスを美味しくいただきま

した。

午後からは五十嵐浩さんを講師に

迎え、手話体験をしました。
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千
年
希
望
の
丘
植
樹
祭
に
お
も
う

尾
花
沢
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

会

長

加

藤

朋

子

観
測
史
上
、
初
め
て
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
尾
花
沢
も
、
温
か
い
日
差
し
が
包

ん
で
く
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

日
頃
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
こ
協
力
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
で
最
後
と
な
り
ま
し
た

「第
五
回
千
年
希
望
の
丘
植
樹
祭
」
に
、
私
た

ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
も
第
二
回
か
ら
携
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
植
樹
祭
は
、
午
前
中
ま
で
降
っ
た
雨
の
影
響
で
、
土
が
ぬ
か
る
ん
で
足
元
が

悪
い
中
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
皆
、
足
元
に
気
を
付
け
な
が
ら
シ
ラ

カ
シ

・
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

・
タ
ブ
ノ
キ
な
ど
２１
種
類
の
広
葉
樹
の
苗
木
を
植
樹
し
て
き
ま
し

た
。東

日
本
大
震
災
の
が
れ
き
を
利
用
し
た
小
高
い
丘
に
、
苗
木
を
植
え
、
津
波
か
ら
命

を
守
る

「緑
の
防
潮
堤
」
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

私
た
ち
が
植
樹
し
た
の
は
、

１０
ｋｍ
の
沿
岸
部
の
ほ
ん
の

一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
小

さ
な
命
を
未
来
に
繋
ぐ
お
手
伝
い
が
で
き
た
こ
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

そ
し
て
何
時
か
、
自
分
た
ち
が
今
ま
で
植
え
て
き
た
木
々
が
大
き
く
育
っ
て
森
と
な

り
、
防
潮
堤
の
役
目
と
な
っ
て
命
を
守
っ
て
い
る
姿
を
、
是
非
見
て
み
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
も
、
皆
様
の
こ
協
力
の
お
か
げ
で

無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
、
魅
力
あ
る
活
動
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
協
力
こ
指
導
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ボランティアだよ り

岩沼市植樹祭参加
干年希望の丘の植樹祭にボランティア連絡

協議会より40名が参加しました。苗木を植え

て津波から命を守る森の防潮堤を作りに皆さ

ん一生懸命に汗を流しました。

飩了隷榜繹
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議会傍聴
わたしたちの声を行政に反映させる機関で

ある市議会の傍聴を行いました。貴重な体験

をし、有意義な時間を過こしました。
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皆で助け

6月 29日 、福原中学校 3年生の皆さんが車イスや高齢者の疑似体験教

材を使つた福祉体験を通して、助け合いや思いやりの心を学びました。

私は、高校の 3年間、「風ぐるま」の会長として様々なボランティア活動に取り組んできました。「風

ぐるま」の主な活動は、バルーンアー トを使つたボランティアです。市内保育園や施設の夕涼み会、お

祭りなどで、バルーンで作つた剣や動物、花をプレゼントします。また、雪まつりでは社会人ボランティ

アサークル「りぼん」の皆さんと、子供達を集めてアイスクリーム作りをします。雪遊びしながら作る

のは大変ですが、参加してくれた子供達の楽しそうな姿を見ると、私も嬉しくなります。

活動当初は、与えられた仕事をそつなくこな

すことだけを考えていましたが、回数を重ねる

うち、どうすれば地域の方がもつと喜んでくれ

るようなボランティアが出来るのだろうかと考

え、それを行動に移せるようになつていきまし

た。

「風ぐるま」|ま、私に社会貢献の素晴らしさ

を教えてくれました。これからもボランテイア

活動を続けていきたいと思います。

(会長 古瀬拓馬)

鍮   ヘ
ヽ

尾花沢市ボランティア連絡協議会では、ボランティア活動のスキルアップと交流を目的に、現在、18

団体・9個人で活動しています。年会費は団体1500円、個人300円です。是非、一緒にボランティアの

輪を広げましょう !

社会福祉協議会では、ボランティアをしたい人 (団体)やしてほしい人の 【マッチンク=連

絡調整】を行つております。

ボランティアに関して矢□りたい方は、お気軽にこ相談ください。

〈社会福祉協議会(東光館)■L22-1092)
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例年にない大雪となつた今冬、地域の方や県内外のたくさんの方々より除雪ボランティア活動をし
ていただきました。大変ありがとうこざいました。一人暮らし高齢者のお宅への除雪ボランティア活

動は、安全 。安心な生活を送るうえで今後ますます必要となつてきます。除雪活動を通して地域のた

すけあいの輪を広げていきましょう !
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ボランティア活動中の事故によリケガをされた場合や、事故により他人に

ケガをさせたり、他人の物を壊してしまつた場合に備えて、ボランティア保

険があります。様々な活動スタイルに合わせたプランもこざいますので、詳

しくは社会福祉協議会 (■L22-1092)までお問合せください。
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○基本タイプ

A:300円  B:510円
鰺天災タイプ (基本タイプ+地震・噴火・津波 )

A:500円  B:710円
この他、ボランティア行事用保険もこざいます。

寺寵地区おばね曇ほり鏃除雪ホランティア

安心して

活動する

ために…
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